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心室細動を繰り返し生じ，治療に苦慮した自閉症スペ
クトラム障害を合併した Brugada症候群の 1例 
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【症例】16歳男性．【現病歴】自閉症スペクトラム障害のため，知的障害を伴っていた．20XX年 Y月，

就寝中にいびき様呼吸を認め，救急要請された．自動体外式除細動器（AED）により心室細動と診断

され，直流除細動を行い搬送された．12誘導心電図で V2誘導で coved型 ST上昇を認め，Brugada

症候群と診断した．植込み型除細動器（ICD）が考慮されたが，患者自身の理解が得られないため，薬

物治療（シロスタゾール）を行い，自宅に AEDを設置し経過を観察した．6ヵ月後，心室細動の再発

を認め，自宅の AEDを使用して蘇生に成功した．ICDを再度検討し予定していたが，待機中に心室

細動の再発を認めた．キニジンを開始し，全身状態が改善した後，皮下植込み型除細動器（S-ICD）を

植込んだ．以後，心室細動の再発を認めず経過している．【考察】知的障害により患者の理解が得られ

ないため，ICDは合併症のリスクが高いと考えられた．S-ICDはリード関連合併症を回避できる可能

性があり，本症例においてよい適応と考えられた．心室細動を短期間に繰り返し生じており，発作の

予防のため，濃厚な薬物治療が必要と考えられた．

診断や治療に難渋した，あるいは興味深い特発性心室細動症例（Brugada症候群を含む）について
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